
作品が生態系になった
── Mini Tokyo 3D から世界へ

草薙昭彦 AKIHIKO KUSANAGI



自己紹介

 草薙昭彦 (くさなぎあきひこ)

 Postman 株式会社テクノロジーエバンジェリスト

 Mapbox ジャパンアンバサダー

 2019年頃よりデジタルツインや可視化技術に興味を持つ

 最近のビジュアライゼーションワーク

 Mini Tokyo 3D

 Japan EQ Locator / World EQ Locator

 ぴえん 東京／ぴえん 大阪

 北朝鮮ミサイル実験ビジュアライゼーション

@nagix









「見て楽しい」から始まった

素朴な動機

 複雑な東京の交通網を、誰でも直感的に眺めて楽しめ
るようにしたかった。実用ツールというより、まず
「見て気持ちいい」体験づくりが出発点。

動機と技術が結びついた工夫

 地上と地下の路線を混ぜると利用者が混乱する。地下
を「負の高度」に描いて切り替えられるように
deck.gl を採用。

2 度の受賞

 東京公共交通オープンデータチャレンジで 2020・
2021 年に受賞。2,200 本超の列車を同時に滑らかに描
画し、日英仏中韓に多言語対応するまで発展。



GTFS box: 世界中の交通データを映す箱

Mini Tokyo 3D が GTFS に対応

ODPT の東京の交通に加え、世界中の GTFS を扱える

世界共通のビューア

URL 指定だけで各地の交通を表示



公開したから育った

オープンに公開

 MIT ライセンスで公開。
誰でも自由に使い、改
変し、再配布できる

乗っかれる形に

 npm・CDN・GitHub 
で配布。数行で自分の
サイトに組み込める

外から拡張できる

 プラグイン機構で機能
が外側から拡張
（GTFS・PLATEAU な
ど）

「作って発表して終わり」ではなく、他者が乗っかれる土台にした。

これが、次に起きる「生態系」の前提条件だった。



作品が生態系になった

公開が確認できるだけで

5 大陸

12 都市

色＝発展の「形」

フォーク コードごと継承

ベース コードを土台に

着想型 着想を得て独自実装

第二世代 派生から生まれた

★ 台湾＝東京→台湾→マカオの中継点



世界中の後継者が同じ壁と闘っている

汎用化するほど、現実のデータの「汚さ」と向き合う
ことになる

 イスタンブール版の作者は、この壁に突き当たって「今
のデータでは誠実に実装できない」と判断し、当該機能
を棚上げ。3 日間の調査ノートを公開して次の人に残し
た

これは孤独な苦労話ではない

 同じ課題を生態系全体が共有している。だからこそ、
オープンデータそのものを良くしていく。本チャレンジ
の意義がここにつながる

53%
イスタンブール版で、バスとルー

トの対応づけが誤っていた割合



小さく始めて、公開して、育てよう

好きなものから

 壮大なアイデアより、自分が心から見たい・作りたいものから。趣味の熱量がいちばん遠
くまで届く

乗っかれる形で公開する

 GitHub 公開・ライセンス明示・ドキュメント整備。それだけで、世界の誰かが続きを
作ってくれる

共通言語に乗せる

 東京のデータで作ったものが、GTFS という共通言語を介して世界中の街で動く可能性があ
る



小さく作って、
公開して、
育てる

一つの趣味が、世界の生

態系になった。次はみな

さんの番です

Mini Tokyo 3D https://minitokyo3d.com

GTFS box https://nagix.github.io/gtfs-box/
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